
重要無形文化財の指定及び、保持者の認定（各個認定）について

文化財課

国の文化審議会は、令和３年７月16日（金）に開催された同審議会の審議・議

決を経て、重要無形文化財「琉球舞踊立方」の指定及び保持者の認定（各個認

定）について下記のとおり、文部科学大臣に答申した。

１ 重要無形文化財「琉球舞踊立方」の指定及び保持者の認定（各個認定）

(1) 重要無形文化財の指定について

① 名 称： 「 琉 球 舞踊立方」
りゆうきゆう ぶ ようたちかた

② 概 要：

琉球舞踊は、18世紀から19世紀中頃にかけて、琉球国で大成した古典舞

踊と、その演技技法を基礎として明治以降に創作された雑 踊 からなる舞踊
ぞうおどり

である。

古典舞踊は、組踊などとともに冊封使歓待の御冠船踊の一つとして士族の

子弟によって演じられた。明治以降は舞踊家が担うところとなり、演技技

法をより高度に洗練させ、新たな鑑賞者となった庶民の嗜好や感性に応じ

た演目も創作された。

琉球舞踊立方は、琉球舞踊を構成する技法の一つで、三線音楽にのせ、

登場人物の心情や情景を、沖縄独自の演技技法を用いて情緒豊かに踊るも

のであり、芸術上特に価値が高く、芸能史上特に重要な地位を占め、琉球

舞踊を成立させる上で欠くことができないものである。

(2) 保持者の認定について

その一

① 保持者

氏 名 宮城 幸子
みや ぎ ゆき こ

生年月日 昭和８年11月24日（満87歳）

住 所 沖縄県那覇市

② 保持者の特徴

保持者（宮城幸子）は、琉球舞踊立方の伝統的な演技技法を高度に体

現する舞踊家として重要な位置を占めている。多くの重要な舞台に出演

して卓越した技量を示しているほか、後進の指導・育成にも尽力してい

る。

③ 保持者の概要

保持者（宮城幸子）は、昭和８年に沖縄県国頭村羽地村（現名護市）
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に生まれ、幼い頃から伝統芸能に親しみ育った。昭和26年、戦後の琉球

舞踊界を牽引した舞踊家の一人である真境名佳子に師事して琉球舞踊を
ま じき な よし こ

学び始めた同人は、初舞台を踏んだ同29年、沖縄タイムス社主催第一回

新人芸能祭ベストテンに入賞し、早くも頭角を現した。以後、厳しさで

知られる師匠のもとで研鑽に励み、昭和43年に教師免許を取得、同年宮

城幸子琉舞道場を開いて後継者の育成も開始し、同49年には師範免許が

授与された。同人は平成21年、重要無形文化財「琉球舞踊」が指定され

るに際して、第一次総合認定保持者に認定されている。

同人は、眞境名佳子の芸と芸風を受け継ぎながら、自らの個性を示し

て存在感ある表現を成就させた。気品ある、優美な踊りで女性の内面を

豊かに表現する同人の古典女踊はとりわけ高く評価されている。こうし

た同人の活動成果に対しては、平成22年、第30回伝統ポーラ賞優秀賞が

贈られている。

また、活発な舞台活動を展開する一方、平成17年には眞境名佳子の後

を継いで真踊 流 代表に就任し、現在では同流相談役として若手舞踊家
しんようりゆう

の育成に努めるとともに、沖縄県立芸術大学の非常勤講師などを務め、

また琉球舞踊保存会会員として広く後進の指導に当たり、斯界の振興発

展に貢献している。

以上のように、同人は、琉球舞踊立方の技法を正しく体得し、かつ、

これに精通しているとともに、その技法を高度に体現している。

その二

① 保持者

氏 名 志田 フサ子（芸名 志田 房子）
し だ ふさ こ

生年月日 昭和12年７月２日（満84歳）

住 所 東京都練馬区

② 保持者の特徴

保持者（志田フサ子）は、伝統的な琉球舞踊立方の演技技法を高度に

体現する舞踊家として活躍し、古典舞踊から雑踊まで幅広い芸域を保持

して卓抜した技量を示している。また、斯界の発展及び後進の指導・育

成にも尽力している。

③ 保持者の概要

保持者（志田フサ子）は、昭和12年に沖縄県那覇市に生まれ、同15年、

玉 城 盛 重 に師事して琉球舞踊の道に入り、同22年、本格的に舞踊家
たまぐすくせいじゆう

としての活動を始めた。盛重の厳しい指導により古典舞踊の基礎を習得

した同人は、盛重の逝去の後は、仲井真盛 良 、金武 良 章 、真境名
なか い ま せいりよう き ん りようしよう ま じき な

佳子、田島清郷、玉 城 盛義、島 袋 光裕等から、それぞれの得意と
よし こ た じませいごう たまぐすくせい ぎ しまぶくろこうゆう

する曲目の指導を得、昭和30年に玉城盛義より免許状取得、翌年に根路
ね ろ
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銘（旧姓）房子舞踊研究所を開設して後進の育成を本格的に始め、同40
め

年には島袋光裕からも免許状を授与された。東京へ転居の後も、東京、

沖縄の双方で活発な舞台活動を行うとともに弟子の育成に努め、平成21

年、重要無形文化財「琉球舞踊」が指定されるに際して、第一次総合認

定保持者に認定された。

同人は、流派が創設される以前の琉球舞踊界で複数の師に師事し、抽

象的な所作によって内面を表現する古典舞踊から、庶民の生き生きとし

た姿を描く雑 踊 まで、幅広い芸域を高度に保持するに至った。洗練さ
ぞうおどり

れた技術をもって作品世界を芸術性豊かに演じ分ける表現力や創作作品

は高く評価されており、同人の舞台成果に対しては、文化庁芸術祭芸術

祭賞や芸術選奨文部大臣賞が授与されている。

このように活発な舞台活動を展開する一方、平成19年から 重 踊流宗
ちようよう

家として門弟の指導に尽力するとともに、東京藝術大学等の非常勤講師

を務め、また琉球舞踊保存会会員として広く後進の指導に当たり、斯界

の振興発展に貢献している。

以上のように、同人は琉球舞踊立方の技法を正しく体得し、かつ、こ

れに精通しているとともに、その技法を高度に体現している。

（3） 現在の各個認定の人数

重要無形文化財（芸能） ６名（物故者２名を除く）

重要無形文化財（工芸技術） ３名（物故者２名を除く）

※ 各個認定とは

重要無形文化財に指定される芸能または工芸技術を高度に体現・体得して

いる者を認定するもの。いわゆる「人間国宝」。



№ 名　　　　称 保 持 団 体 備　考

H30.4.24物故により
指定解除

H18.1.10物故に
より指定解除

4  組
くみ おどり たち かた

踊立方

　② 重要無形文化財（工芸技術）（各個認定）
保持者(代表者)

金城　次郎

3  紅
  びん  がた

型 玉那覇　有公

宮平　初子

與那嶺　貞

平良　敏子

※ふりがなは一般的な呼称です

国指定重要無形文化財（芸能、工芸技術）　各個認定一覧　
令和２年５月１日現在

5  芭蕉
  ば     しょう

布
   ふ  平12. 6. 6

(昭47.11.21 県指定）

(昭49. 1.17 県指定）

 読谷山
 ゆん   たん     ざ   　はな   うい　

花織
 平11. 6.21 H15. 1.30物故

により指定解除(昭50. 4.10 県指定）

 平 8. 5.10

4  首里
   しゅ    り

の織物
  おり   もの  平10. 6. 8

備　　考
（指　定　経　緯）

 琉球
  りゅう  きゅう

陶器
  とう     き  昭60. 4.13 H16.12.24物故

により指定解除(昭47.12.28 県指定）

平18. 9.15 　宮城　能鳳　

№ 名　　　称
指定年月日 保持団体

3  組
 くみ おどりおん がく  たい  こ

踊音楽太鼓
平15.7.10 　島袋　光史

平29.10.2 　比嘉　聰

2  組
 くみ おどりおん がく うた  さん しん

踊音楽歌三線
平17. 8.30 　城間　德太郎

平23. 9. 5 　西江　喜春

　① 重要無形文化財（芸能）（各個認定）

指定年月日 保持者（代表者）

1  琉球
りゅうきゅう こ  てん  おん がく

古典音楽
平12.6.6

　照喜名  朝一

　島袋　正雄

令元.10.25 　中村　一雄

別添資料


